
 
 

 

 
 

 

 
 

「 コロナ禍で 外出しないで 読書かな 」 
                                  副校長  秦 弘行 
６月７日（月）～１８日（金）は、読書旬間でした。図書室の前から西側昇降口付近は、児童・教

職員からのお薦めの本の紹介コーナーでにぎわっていました。お薦めの本の紹介を書いてくださった
保護者の皆様、御協力ありがとうございました。  
さて、本というと皆さんは何を思い出しますか？３年生の担任時代、「モチ 

モチの木」を学習しました。おくびょうな豆太のお話です。研究発表会で授 

業をすることになり、私は周囲からクライマックスの場面を授業でやるよう 
に言われたのですが、私はどうしてもこのページの豆太の目がいとおしくて、 

一時間前の場所を授業でやらせてもらいました。皆さんは豆太の目が何とも 

言えない心情を表していると思いませんか？ 
そして、単元の終わりに齋藤隆介さんの作品を読み合い、本の帯を作る時 

間がありました。私は「花さき山」を選び、カラフルな花を一面に描いた帯 

を子供たちと一緒に夢中で作りました。もう何年も前のことですが、本とい 
うと今でも思い出として鮮明によみがえります。 

本は老若男女問わず楽しめるものですから、良い本に出合って、いつまでも忘れない良い思い出が
残るとよいですね。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

７ 月  行 事 予 定 

１日（木）保護者会（５・６年 あおば）  

２日（金）保護者会（１・２年）遠足（４年） 
     耳鼻科検診（３・６年） 
５日（月）委員会活動 
６日（火）安全指導日  

歯科検診（１・３・５年） 
７日（水）午前授業  

 ８日（木）ロング昼休み 
セーフティ教室（１～３年） 

９日（金）音楽集会 歯科相談 
１０日（土）短縮時程午前授業 ひまわり相談日 
１２日（月）クラブ活動 ひまわり通級終 

１３日（火）ひまわり面談始（～１６日まで） 

１４日（水）午前授業 
１５日（木）着衣水泳（５年） 
１６日（金）着衣水泳（６年） 

避難訓練（不審者対応） 
１９日（月）短縮時程５時間授業 
      １年生臨時５時間授業 
      給食終  大掃除 
２０日（火）短縮時程午前授業 

      １学期終業式 
２１日（水）夏季休業始 
＊ここにある行事予定は、コロナウ 

イルス感染症の影響で変更になる 

場合がございます。 

 
９月 １日（水）始業式 

狛江市立狛江第三小学校 
校長  荒川  元邦 
令和３年６月３０日    月号 

７ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の教育相談日 
市川先生 ２日（金）、９日（金）、１６日（金） 

有村先生 １３日（火） 

小林先生 ５日（月）、８日（木）、１２日（月） 

７月の生活指導目標 「友だちにやさしく、なかよくしよう」 

 中休みや昼休みに外で元気に遊ぶ子供たちの姿がよく見られます。また、一学期も終わりに近づき、クラスの中で

も仲良しの子たちが決まってきたようです。ただ、なかなか友達の輪に入れずに教室に一人でいる子もいます。そん

な子がいたら、声をかけてあげられるよう話しています。意外と話してみると気があったりするものです。そんな小

さな勇気をもてるようご家庭でも声かけをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のリスクを軽減するために、夏季休業中の水泳指導、 

サマースクール、図書室開放は実施いたしません。御理解のほど、宜しくお願い致します。 
 

夏季水泳、サマースクール、図書室開放について 

ＧＩＧＡスクール構想について 
ＧＩＧＡスクール構想とは、 

○１人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子供を含め、

多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣ

Ｔ環境を実現する 

○これまでの我が国の教育実践と最先端ＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の力を最大限に

引き出す 

ことを目的に文部科学省が中心となって環境整備を進めている事業です。本校でも、２年生以上の全児童に一人一端

末を配布し、様々な学習場面で活用を始めています。現在、各教員が試行錯誤しながら効果的な活用方法を研究して

います。実際にどのような場面でタブレットが活用されているのかを一例ではありますが、お伝えします。 

『考えの交流』場面での活用 

 

友達の考えたことを見合う際にタブレットを活用し

ています。従来はノートを交換して見合っていまし

たが、同じノートを同時に見ることができなかった

り、じっくり自分のペースで見ることができません

でした。ノートの写真を投稿することで、自由に自

分のペースでじっくりと友達の考えを読み取ること

ができるようになります。 

ミニテストの実施 

 

タブレット上で問題を作成し、タブレット上で問題を解

くことで、その結果を瞬時に集計することができます。

この機能を授業時に活用することで、今誰がどの問題に

つまづいていて、集団としてどのような傾向があるのか

を教員が把握することが容易にできるようになります。 

 

 



 


